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情報連絡員報告を中心とした

県内各業界の動向 2020年1月（前年同月比）

業界の状況 …好転 …やや好転 …不変 …やや悪化 …悪化

食品団地
1月度は平年並商況であった。
前半が低調であったが、後半になってから持ち直しが
あった。高知県内量販店の商況が低調の様子。県外が
特に後半が良かった様子である。

青果卸売
先月からの暖冬が引き続き豊作による販売価格の低
下を招き、売上高の減少が続いている。只、一部の
野菜類（胡瓜、茄子）は価格高騰の為、売上高は前
年対比98.3％に留まっている。

生コンクリート製造
大きな変化は見られなかった。

商店街（四万十市）
薬局等ではマスクが品切れになり、消毒・殺菌用の
アルコール類も急に需要が伸びている。県外への旅
行や、人の多く集まる場への外出を考え直す人も増
えている。

酒類製造
アルコール飲料全般であるが、清酒についても年末
年始全国的に消費の低迷が続いている。

生鮮魚介卸売
カツオの入荷は依然少なく、マグロも秋口から入
荷があまりない。例年1月は魚全般の入荷量が少な
く、買高に反映されている。

コンクリート製品
出荷数量は前年同月比147％。市況は、減少状況が
続いていたが、5月分の出荷から西日本豪雨による
災害復旧工事の発注により増加に転じ、1月分も継
続している。

旅館・ホテル
年末年始の大型休暇で稼働は上昇。温暖の影響もあ
り、ナイト観光は活発で、ひろめ市場やおいしい食
に期待をした週末の来県者も増加している。

木製品素材生産
スギ、ヒノキ共に搬入量・価格とも横ばい。

ガソリンスタンド
原油相場は年始早々、米国とイランの対立深刻化を受けて
急騰したが、1月中旬には中東の地政学リスク後退を受けて
大幅に下落し落ち着きを取り戻している。元売りの仕切り価
格は上下したが、高知県の市況価格は変動なく推移した。

刃物製造
当月は昨年と比べ、少し上乗せができた。草刈り鎌
は時期的なこともあり、減少するも包丁関係の出荷
が多くなり鎌類の減少を補うことができた。

旅行業
組合クーポン売上前年同月対比148％、全旅クーポンを加
味して191％。FDA社とのクーポン契約締結で船車券が約5
倍の売上増につながった。次月以降、新型肺炎による団体
旅行の延期、キャンセルが顕著に表れると危惧している。

製材
特に目立った動きもなく、現状維持の状態が続いて
いる。

電気機械器具小売
1月度は、全体で前年比86％となり大変厳しい。
暖冬の影響もあり、暖房機が特に悪い。前年比
43％。

船舶製造
受注残の消化にて、操業度は高い水準で推移してい
る。

一般土木建築工事
公共土木用生コン出荷量は、前月比109.5％、前年同月比
112.0％。公共工事請負金額は前年同月比135.7％、前年
対比累計127.4％。R2/1末時点の発注者別前年対比累計
では、国：119.5％、高知県：137.7％、市町村：123.4％。

製紙（家庭紙）
全般的に家庭紙の荷動きは良くないが、これから
は、花粉飛散の時季となり、保湿ティシュ等の需要
が期待される。店頭販売価格については、今のとこ
ろ値崩れは起きていない。

中古自動車小売
先月と比べて、展示台数、客単価の変動はない。中
古車市場の相場も上がり始める頃なので、展示車両
の仕入れが厳しくなると思う。

珊瑚装飾品製造
1月度製品間取引高は、前年同月比94％であった。
業況に変化なし。

電気工事
組合員の施工する電力引込線の工事量は前年同月比
122.9％となった。高知中央・中芸地区の伸びが大
きい。

印刷
県内需要の官公需及び民需はまずまずに推移。県外
需要も業種によりばらつきはあるが昨年並み。全体
で久々に前年同等な数字を確保した模様。

商店街（安芸市）
特に大きな動きはないが、県立安芸高校から商店街
の活性化にと、企画・提案のあった「きさらぎ市」
のイベント実施に向けて準備に取り組んだ。

商店街（高知市）
中央公園地下駐車場利用状況（前年比）売上：94.1％、
台数：前年比96.8％。新型コロナウイルスの感染が
問題となっており、昨年を上回る入港予定のクルー
ズ船への影響が懸念される。

卸団地
食料品業界の景気は悪化している。消費税増税の影
響が大きいと考えられる。また、暖冬の影響で、県
内主要スーパーの鍋食材の売上が非常に厳しい。

一般貨物自動車運送
昨年秋以降燃料価格の値上げが続き、年明け以降荷
動きも鈍くなっており、組合員企業の経営を圧迫し
ている。組合事業も昨年度同時期を下回った。

タクシー
実働1日1車当りの前年同月比営業収入：99.8％、輸送回数：96.4％。
当月の実働率65.5％。2/1より高知交通圏のタクシー運賃が改正され
た。状況はまだわからないが、消費税UP、肺炎ウイルス、インフルエ
ンザが人の流れを止めたのかタクシーの稼働は悪いと言っている。

テントシート
各種材料費の値上がりに伴う在庫数量も通常年度の
環境に戻った状況である。原材料の値上げが、販売
価格にうまく転嫁できていない状況にあると思われ
る。

各種小売（土佐市）
年始だからと忙しいということもなく、令和2年が
スタートした。今年は上向きに好転する様に願いた
い。

機械団地
受注時期のズレなどで前年に比べて売り上げが伸び
なかったとする企業が一部に見られるが、団地内の
業況はおおむね横ばいで推移している。

飲食店
正月の期間は前年度並みの集客があったが、それ以
降は減少し本月の売上高は前年度を下回っている。
アルコールを提供する業態が特に顕著で、売上は前
年度を大幅に下回っている。

DI=（増加、好転）-（減少、悪化）
DI（景気動向指数）

売　上　高
収益の状況
業界の景況

情報連絡員報告（令和２年1月）
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